
子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関係団体連絡会（23団体）

（公社）日本ＰＴＡ全国協議会／（公社）日本教育会／全国市町村教育委員会連合会／全国都市教育長協議会／中核市教育長会／全国町村教育長会

／全国連合小学校長会／全日本中学校長会／全国公立小・中学校女性校長会／全国特別支援学校長会／全国連合退職校長会／全国高等学校長協会／

全国公立学校教頭会／全国特別支援教育推進連盟／全国へき地教育研究連盟／日本連合教育会／全国養護教諭連絡協議会／全国公立小中学校事務職

員研究会／（公社）全国学校栄養士協議会／全国教育管理職員団体協議会／全日本教職員連盟／日本高等学校教職員組合／日本教職員組合

「子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関係団体連絡会」は、2005年に全国の教育に関連する団体が協力

し、立ち上げた連絡会です。教育予算の充実や教育格差、いじめなど様々な課題が山積みの中、解決の糸口を見つ

けようとそれぞれの分野で活動しています。その活動の一環として、「日本の子どもたちに夢を！」をコンセプト

に「子ども応援便り」を発行しており、今年で創刊10周年を迎えました。

すべての子どもたちが自由に夢を描ける社会の実現をめざして
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日本の教育を真剣に考えている人たちが、さまざまな提言を行っています！

保護者や教職員、有識者の声を取り上げています。

読者のみなさんのリクエストに応えた紙面作りをしています！
表紙には、読者のみなさまのリクエストが多かった方にご登場いただいています。

無料の新聞です！
配布は手配りで行いますが、ご希望の方が誰でも読むことができるよう新聞代は無料です。
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終面

中面

表紙

歌手

森山良子さん
おとな目線で押し付けず
｢対話する｣ことを大切に

子ども応援便りインタビュー

田臥勇太さん
現在と数年先の夢が違ってもいい
失敗を恐れずチャレンジしよう！

～日本の子どもたちに夢を！～

「子ども応援便り」Vol.22

特集

日本の教育予算と
その使い方
日本の教育予算の現状

国・地方自治体の教育費負担割合

各学校への予算配当と執行

発行！13

専門家の視点
末冨芳さん（日本大学教授）
必要なところに必要な
教育予算の配分を

このたび、私ども23団体は、「子ども応援便り」22号を発行いたしました。表紙を飾るのは、日本人初の
NBAプレーヤであり、今なお現役で日本バスケット界をけん引する田臥勇太さん。「現在と数年先の夢が
違ってもいい」と、アドバイスを子どもたちに送ります。中面では、「検証してみよう！日本の義務教育の予
算とその使い方」と題し、有識者の意見などを交え、日本における教育費負担区分の全容解説と今後の課題に
ついて特集しております。終面では、歌手の森山良子さんに、ご自身の経験から、子どもの目線に立つことの
大切さなどを語っていただきました。

安心して
子育てできる
社会に
したいわね

http://www.kodomo-ouen.com/

